
磁場解析

解析対象のモデル化
・2D or 3Dモデル
※3次元Full, 1/2, 1/4で作成

(計算が早い)

材料特性定義
・比透磁率
・電気伝導率
・非線形BH特性など
・鉄損特性

解析タイプの選択
・静磁界解析(DC電流)
(L値計算、結合係数など)

・交流磁場解析(AC電流)
(交流の磁場、渦電流など)

・過渡解析
(任意電流値で応答)

電流設定
・DC電流値 〇A

・AC電流値 〇A 〇Hz

・任意電流波形

境界条件・メッシュの設定
・解析空間の設定
・メッシュの細かさ
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解析実行＋磁場表示
・計算結果取得
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① N1巻線の自己インダクタンスL1

の測定(N2巻線は開放状態: Lo1)

② N1巻線を自己インダクタンスL2

の測定(N2巻線は開放状態：Ls1)

③ N2巻線を自己インダクタンス
L2の測定(N2巻線は開放状態Lo2)

N1巻線

N3巻線

N2巻線

■N1巻線とN2巻線の結合係数の測定例

上記①から③で手順で結合係数を測定

インダクタンス、結合係数の測定



N1およびN2巻線間

N2=10巻N1=20巻

<Ansys Maxwell 3D, 静磁界解析>

トランスのFEM解析結果

結合係数および各インダクタンスの一致を確認



N2=8
iL1 N1＝4

インダクタンス：自己・相互・漏れ・励磁は磁束が関係
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■FEM：構造・物性値を持たせたコイル・トランスの磁場解析に有効
■目に見えない場を可視化することで開発者自身の理解が加速（人材育成面）

電磁気学に関する各種法則（原理・原則）

構造や物性値を踏まえた特性推定はFEMが有効 回路への応用には適切な等価回路を組み込むこと
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CADモデル 算出結果

回路方程式を満たすこと
⇒等価回路

基本についてのまとめ



ワイヤレス給電用コイル
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自己インダクタンスL

漏れインダクタンス
(L-M)

相互インダクタンスM長さ変更

斜め上からの図

実測とFEMシミュレーション結果が一致



ワイヤレス給電実験装置の概要

■インバータ
■送電用コイル（5turns）
■受電用コイル（5turns）
■受電側負荷（LED）

こちらのスイッチを回すと
交流の周波数が変化

出力電圧波形（矩形波）


